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(57)【要約】

【課題】従来の格子状改良体を含む地盤改良体と比較し

て、沈下量及び改良体積を一層低減できる地盤改良体を

提供する。

【解決手段】地盤改良体１は、水平板状の上部改良体２

と格子状の下部改良体３とからなる。下部改良体３の深

さを、地盤改良体１の外周部から地盤改良体２の中央部

に向かって段階的に深くする。それにより、地盤改良体

１の接地圧を外周部と中央部とで均衡させる。従来の格

子状改良体を含む地盤改良体と比較して、絶対沈下量を

抑制できるとともに、相対沈下量が小さくなるので不同

沈下を緩和できる。その上、地盤改良体１の体積を小さ

くできるので、施工コストを低減できる。

【選択図】図２Ｂ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 で あ っ て 、

　 前 記 下 部 改 良 体 の 深 さ を 、 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 か ら 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 に 向 か

っ て 段 階 的 に 深 く し て な る 、

地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 下 部 改 良 体 の 幅 を 、 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 か ら 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 に 向 か っ

て 段 階 的 に 大 き く し て な る 、

請 求 項 １ に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ

Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ２ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ３ ＝ Ｄ ３ で あ る 、

請 求 項 １ に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は

、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ 、 Ｗ ２ ３ ＝ Ｗ ３ で あ る 、

請 求 項 ３ に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前

記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中

央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ
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１ ０ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深

さ Ｄ ２ ０ は 、

　 　 Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記

中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部

改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １

０ は 、 Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２

０ は 、 Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ は 、 Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、 Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ で あ る 、

請 求 項 １ に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ６ 】

　 Ｗ １ ０ ＝ Ｗ ２ ０ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ で あ る 、

請 求 項 ５ に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ７ 】

　 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 で あ っ て 、

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前

記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中

央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ

１ ０ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深

さ Ｄ ２ ０ は 、

　 　 Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ２ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ １ ２ ＜ Ｄ ２ ３ ＜ Ｄ ２ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記

中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部

改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １

０ は 、 Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２

０ は 、 Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ は 、 Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、 Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ で あ る 、

地 盤 改 良 体 。
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【 請 求 項 ８ 】

　 Ｗ １ ０ ＝ Ｗ ２ ０ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ で あ る 、

請 求 項 ７ に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 建 築 物 の 基 礎 下 に 構 築 す る 地 盤 改 良 体 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 軟 弱 地 盤 上 に 建 築 物 を 建 設 す る 場 合 に 、 建 築 物 の 基 礎 下 に 構 築 す る 地 盤 改 良 体 と し て 、

水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １

の 図 ２ 及 び 図 ３ 、 並 び に 特 許 文 献 ２ の 図 ２ 及 び 図 ３ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 （ 以 下 、

「 格 子 状 改 良 体 を 含 む 地 盤 改 良 体 」 と い う ） は 、 建 築 物 の 基 礎 下 の 全 体 を 地 盤 改 良 し た 地

盤 改 良 体 と 比 較 し て 、 地 盤 改 良 体 の 重 量 （ 改 良 体 積 ） を 軽 減 し な が ら 、 不 同 沈 下 を 抑 制 で

き る 等 の 特 徴 が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ０ ２ ６ ６ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ６ ０ ８ ５ ６ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ７ － ２ ２ ９ １ ５ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 固 定 荷 重 （ 長 期 荷 重 ） に よ る 柱 軸 力 は 、 一 般 的 に 、 外 周 部 で 小 さ く 、 中 央 部 に 行 く に し

た が っ て 大 き く な る こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ の 図 ４ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 従 来 の 格 子 状 改 良 体 を 含 む 地 盤 改 良 体 で は 、 中 央 部 で 決 定 さ れ た １ 次 改

良 深 さ 及 び 幅 を 、 周 辺 部 に も 適 用 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し た が っ て 、 従 来 の 、 格 子 状 改 良 体 を 含 む 地 盤 改 良 体 は 、 上 記 特 徴 を 有 す る も の で あ る

が 、 地 盤 改 良 体 の 沈 下 量 及 び 改 良 体 積 を 一 層 低 減 す る と い う 観 点 で 見 る と 、 改 良 の 余 地 が

あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 従 来 の 格 子 状 改 良 体 を 含 む 地 盤 改 良 体 と 比 較 し て 、 沈 下 量 及 び 改 良 体 積 を 一

層 低 減 で き る 地 盤 改 良 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 要 旨 は 以 下 の と お り で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 〔 １ 〕

　 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 で あ っ て 、

　 前 記 下 部 改 良 体 の 深 さ を 、 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 か ら 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 に 向 か

っ て 段 階 的 に 深 く し て な る 、

地 盤 改 良 体 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 〔 ２ 〕

　 前 記 下 部 改 良 体 の 幅 を 、 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 か ら 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 に 向 か っ
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て 段 階 的 に 大 き く し て な る 、

〔 １ 〕 に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 〔 ３ 〕

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ

Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ２ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ３ ＝ Ｄ ３ で あ る 、

〔 １ 〕 に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 〔 ４ 〕

　 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は

、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ 、 Ｗ ２ ３ ＝ Ｗ ３ で あ る 、

〔 ３ 〕 に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 〔 ５ 〕

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前

記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中

央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ

１ ０ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深

さ Ｄ ２ ０ は 、

　 　 Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記

中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部
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改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １

０ は 、 Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２

０ は 、 Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ は 、 Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、 Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ で あ る 、

〔 １ 〕 に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 〔 ６ 〕

　 Ｗ １ ０ ＝ Ｗ ２ ０ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ で あ る 、

〔 ５ 〕 に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 〔 ７ 〕

　 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 で あ っ て 、

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前

記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中

央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ

１ ０ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深

さ Ｄ ２ ０ は 、

　 　 Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ２ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ １ ２ ＜ Ｄ ２ ３ ＜ Ｄ ２ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記

中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部

改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １

０ は 、 Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２

０ は 、 Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ は 、 Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、 Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ で あ る 、

地 盤 改 良 体 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 〔 ８ 〕

　 Ｗ １ ０ ＝ Ｗ ２ ０ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ で あ る 、
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〔 ７ 〕 に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 地 盤 改 良 体 に よ れ ば 、 地 盤 改 良 体 の 接 地 圧 を 外 周 部 と 中 央 部 と で 均 衡 さ せ る こ

と に よ り 、 従 来 の 格 子 状 改 良 体 を 含 む 地 盤 改 良 体 と 比 較 し て 、 絶 対 沈 下 量 を 抑 制 で き る と

と も に 、 相 対 沈 下 量 が 小 さ く な る の で 不 同 沈 下 を 緩 和 で き る 。 そ の 上 、 地 盤 改 良 体 の 体 積

を 小 さ く で き る の で 、 施 工 コ ス ト を 低 減 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 １ 実 施 例 の 地 盤 改 良 体 を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 例

を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ Ａ 】 図 １ の 矢 視 Ｘ １ － Ｘ １ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ Ｂ 】 図 １ の 矢 視 Ｘ ２ － Ｘ ２ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ Ｃ 】 図 １ の 矢 視 Ｘ ３ － Ｘ ３ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ Ｄ 】 図 １ の 矢 視 Ｘ ４ － Ｘ ４ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ Ｅ 】 図 １ の 矢 視 Ｘ ５ － Ｘ ５ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 ２ 実 施 例 の 地 盤 改 良 体 を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 例

を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ Ａ 】 図 ３ の 矢 視 Ｘ １ － Ｘ １ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ Ｂ 】 図 ３ の 矢 視 Ｘ ２ － Ｘ ２ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ Ｃ 】 図 ３ の 矢 視 Ｘ ３ － Ｘ ３ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ Ｄ 】 図 ３ の 矢 視 Ｘ ４ － Ｘ ４ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ Ｅ 】 図 ３ の 矢 視 Ｘ ５ － Ｘ ５ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 ３ 実 施 例 の 地 盤 改 良 体 を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 例

を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ６ Ａ 】 図 ５ の 矢 視 Ｘ １ － Ｘ １ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ Ｂ 】 図 ５ の 矢 視 Ｘ ２ － Ｘ ２ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ Ｃ 】 図 ５ の 矢 視 Ｘ ３ － Ｘ ３ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ Ｄ 】 図 ５ の 矢 視 Ｘ ４ － Ｘ ４ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ Ｅ 】 図 ５ の 矢 視 Ｘ ５ － Ｘ ５ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 第 ４ 実 施 例 の 地 盤 改 良 体 を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 例

を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ８ Ａ 】 図 ７ の 矢 視 Ｘ １ － Ｘ １ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ Ｂ 】 図 ７ の 矢 視 Ｘ ２ － Ｘ ２ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ Ｃ 】 図 ７ の 矢 視 Ｘ ３ － Ｘ ３ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ Ｄ 】 図 ７ の 矢 視 Ｘ ４ － Ｘ ４ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ Ｅ 】 図 ７ の 矢 視 Ｘ ５ － Ｘ ５ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 比 較 例 の 地 盤 改 良 体 を 含 む 建 築 物 の 基 礎 構 造 の 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ Ａ 】 図 ９ の 矢 視 Ｘ １ － Ｘ １ 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ Ｂ 】 図 ９ の 矢 視 Ｘ ２ － Ｘ ２ 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ Ｃ 】 図 ９ の 矢 視 Ｘ ３ － Ｘ ３ 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ Ｄ 】 図 ９ の 矢 視 Ｘ ４ － Ｘ ４ 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ Ｅ 】 図 ９ の 矢 視 Ｘ ５ － Ｘ ５ 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 １ の 平 面 図 、 及 び 図 ２ Ａ な い し 図 ２ Ｅ の 断 面 図 を 代 表 さ せ て 参 照 し 、 地 盤 改 良 体 １ の

構 造 、 及 び 施 工 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】
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＜ 地 盤 改 良 体 の 構 造 ＞

　 地 盤 改 良 体 １ は 、 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 ２ と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 ３ と か ら な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

＜ 地 盤 改 良 体 の 施 工 方 法 ＞

（ 掘 下 げ 工 程 ）

　 先 ず 、 地 表 面 Ｇ Ｌ か ら 下 側 の 表 層 地 盤 Ｇ を 、 例 え ば バ ッ ク ホ ウ に よ る 鋤 取 り 等 に よ り 所

要 形 状 に 掘 り 下 げ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

（ 一 次 改 良 工 程 ）

　 次 に 、 下 部 改 良 体 ３ の 形 状 に 、 ア タ ッ チ メ ン ト と し て ミ キ シ ン グ フ ォ ー ク を 装 着 し た バ

ッ ク ホ ウ 等 に よ り 掘 削 し 、 セ メ ン ト 系 固 化 材 等 の 固 化 材 を 添 加 混 合 し な が ら 混 合 攪 拌 し 、

重 機 及 び ロ ー ラ ー 等 に よ り 締 め 固 め て 下 部 改 良 体 ３ を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

（ 二 次 改 良 工 程 ）

　 次 に 、 前 記 掘 下 げ 工 程 に よ り 掘 り 下 げ た 土 を 、 バ ッ ク ホ ウ 等 に よ り 下 部 改 良 体 ３ の 上 側

に 埋 め 戻 し 、 ア タ ッ チ メ ン ト と し て ミ キ シ ン グ フ ォ ー ク を 装 着 し た バ ッ ク ホ ウ 等 に よ り 、

表 層 地 盤 Ｇ を 地 表 面 Ｇ Ｌ か ら 上 部 改 良 体 ２ の 形 状 に 掘 削 し 、 固 化 材 を 添 加 混 合 し な が ら 混

合 攪 拌 し 、 重 機 及 び ロ ー ラ ー 等 に よ り 締 め 固 め て 上 部 改 良 体 ２ を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

＜ 柱 、 フ ー チ ン グ 等 の 構 築 ＞

　 地 盤 改 良 体 １ を 施 工 後 、 フ ー チ ン グ （ 柱 下 の コ ン ク リ ー ト 基 礎 ） 、 柱 等 を 構 築 す る 。 す

な わ ち 、 図 １ の 平 面 図 に 示 す 格 子 状 の 下 部 改 良 体 ３ の 交 点 の 上 方 の 上 部 改 良 体 ２ の 上 部 を

所 要 形 状 に 掘 削 し 、 フ ー チ ン グ Ｆ １ ， Ｆ ２ ， Ｆ ３ を 打 設 し 、 柱 Ｃ １ ， Ｃ ２ ， Ｃ ３ を 設 置 し

、 土 間 コ ン ク リ ー ト Ｅ を 打 設 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

＜ 実 施 の 形 態 の 説 明 ＞

　 以 下 に 示 す 実 施 の 形 態 に お い て 、 第 １ 実 施 例 な い し 第 ３ 実 施 例 は 、 下 部 改 良 体 ３ の 深 さ

を 、 地 盤 改 良 体 １ の 外 周 部 Ｂ か ら 地 盤 改 良 体 １ の 中 央 部 Ｃ に 向 か っ て 段 階 的 に 深 く し て い

る 。 以 下 に 示 す 第 ４ 実 施 例 は 、 全 体 と し て 、 下 部 改 良 体 ３ の 深 さ を 、 地 盤 改 良 体 １ の 外 周

部 Ｂ か ら 地 盤 改 良 体 １ の 中 央 部 Ｃ に 向 か っ て 段 階 的 に 深 く す る 傾 向 を 有 す る が 、 一 部 の 地

盤 改 良 体 （ 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ Ｆ ２ ， Ｆ ２ の 間 の 中 間 部 改 良

体 Ａ ２ 、 及 び 内 側 連 結 改 良 体 Ａ ２ ３ ） の 深 さ を 小 さ く し て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 第 １ 実 施 例 （ 図 １ 、 図 ２ Ａ な い し 図 ２ Ｅ ） は 、 下 部 改 良 体 ３ の 深 さ を 中 央 部 Ｃ に 向 か っ

て 段 階 的 に 深 く す る 例 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 第 ２ 実 施 例 （ 図 ３ 、 図 ４ Ａ な い し 図 ４ Ｅ ） は 、 第 １ 実 施 例 に 対 し て 、 下 部 改 良 体 ３ の 幅

を 、 外 周 部 Ｂ を 小 さ く し 中 央 部 Ｃ を 大 き く す る よ う に 、 中 央 部 Ｃ に 向 か っ て 段 階 的 に 大 き

く す る 例 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 第 ３ 実 施 例 （ 図 ５ 、 図 ６ Ａ な い し 図 ６ Ｅ ） は 、 第 ２ 実 施 例 に 対 し て 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １

が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ Ｆ １ ， Ｆ １ の 間 の 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 幅 Ｗ １ ０ を 、 外 周 部

改 良 体 Ａ １ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ １ ま わ り の 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 幅 Ｗ １ よ り も 小 さ く し

（ Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ ） 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ Ｆ ２ ， Ｆ ２ の 間 の 中

間 部 改 良 体 Ａ ２ の 幅 Ｗ ２ ０ を 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ ２ ま わ り の 中 間

部 改 良 体 Ａ ２ の 幅 Ｗ ２ よ り も 小 さ く し （ Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ ） 、 外 側 連 結 改 良 体 Ａ １ ２ の 幅 Ｗ １

２ を 、 幅 Ｗ １ よ り も 小 さ く し （ Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ ） 、 内 側 連 結 改 良 体 Ａ ２ ３ の 幅 Ｗ ２ ３ を 、 幅

Ｗ ２ よ り も 小 さ く す る （ Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ ） 例 で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 第 ４ 実 施 例 （ 図 ７ 、 図 ８ Ａ な い し 図 ８ Ｅ ） は 、 第 ３ 実 施 例 に 対 し て 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２
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が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ Ｆ ２ ， Ｆ ２ の 間 の 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 深 さ Ｄ ２ ０ 、 及 び 内

側 連 結 改 良 体 Ａ ２ ３ の 深 さ Ｄ ２ ３ を 、 所 定 値 以 下 に す る 例 、 例 え ば 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の

深 さ Ｄ ２ よ り も 小 さ く す る （ Ｄ ２ ０ ＜ Ｄ ２ 、 Ｄ ２ ３ ＜ Ｄ ２ ） 例 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 以 下 に 示 す 図 １ 、 図 ３ 、 図 ５ 、 及 び 図 ７ の 平 面 図 の 例 に お い て 、 地 盤 改 良 体 １ は 、 地 盤

改 良 体 １ の 中 央 部 Ｃ に あ る 柱 Ｃ ３ ま わ り に ９ ０ ° 回 転 す る と 重 な る 、 ４ 回 対 称 の 回 転 対 称

で あ る が 、 地 盤 改 良 体 １ は こ の よ う な 構 造 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

（ 第 １ 実 施 例 ）

　 図 １ の 平 面 図 、 及 び 図 ２ Ａ な い し 図 ２ Ｅ の 断 面 図 に 示 す 第 １ 実 施 例 に お い て 、 下 部 改 良

体 ３ は 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ 、 及 び 中 央 部 改 良 体 Ａ ３ 、 並 び に 、 外 側 連

結 改 良 体 Ａ １ ２ 、 及 び 内 側 連 結 改 良 体 Ａ ２ ３ を 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 外 周 部 改 良 体 Ａ １ は 、 地 盤 改 良 体 １ の 外 周 部 Ｂ の 柱 Ｃ １ 及 び フ ー チ ン グ Ｆ １ を 支 持 す る

。 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ は 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ が 支 持 す る 柱 Ｃ １ 及 び フ ー チ ン グ Ｆ １ よ り も 地

盤 改 良 体 １ の 中 央 部 Ｃ に 向 か っ て 離 間 し た 柱 Ｃ ２ 及 び フ ー チ ン グ Ｆ ２ を 支 持 す る 。 中 央 部

改 良 体 Ａ ３ は 、 地 盤 改 良 体 １ の 中 央 部 Ｃ の 柱 Ｃ ３ 及 び フ ー チ ン グ Ｆ ３ を 支 持 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 外 側 連 結 改 良 体 Ａ １ ２ は 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ １ と 中 間 部 改 良 体

Ａ ２ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ ２ と の 間 を 繋 ぐ 。 内 側 連 結 改 良 体 Ａ ２ ３ は 、 中 間 部 改 良 体 Ａ

２ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ ２ と 中 央 部 改 良 体 Ａ ３ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ ３ と の 間 を 繋 ぐ

。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 深 さ Ｄ １ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 深 さ Ｄ ２ 、 中 央 部 改 良 体 Ａ ３ の 深 さ

Ｄ ３ は 、 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で あ る 。 外 側 連 結 改 良 体 Ａ １ ２ の 深 さ Ｄ １ ２ 、 内 側 連 結 改 良 体

Ａ ２ ３ の 深 さ Ｄ ２ ３ は 、 Ｄ １ ２ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ３ ＝ Ｄ ３ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 幅 Ｗ １ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 幅 Ｗ ２ 、 中 央 部 改 良 体 Ａ ３ の 幅 Ｗ ３ 、

外 側 連 結 改 良 体 Ａ １ ２ の 幅 Ｗ １ ２ 、 及 び 内 側 連 結 改 良 体 Ａ ２ ３ の 幅 Ｗ ２ ３ は 等 し い 。 す な

わ ち 、 Ｗ １ ＝ Ｗ ２ ＝ Ｗ ３ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

（ 第 ２ 実 施 例 ）

　 図 ３ の 平 面 図 、 及 び 図 ４ Ａ な い し 図 ４ Ｅ の 断 面 図 に 示 す 第 ２ 実 施 例 に お け る 下 部 改 良 体

３ は 、 前 記 の と お り 、 第 １ 実 施 例 に 対 し て 、 下 部 改 良 体 ３ の 幅 を 、 外 周 部 Ｂ を 小 さ く し 中

央 部 Ｃ を 大 き く す る よ う に 、 中 央 部 Ｃ に 向 か っ て 段 階 的 に 大 き く し て い る 点 が 、 第 １ 実 施

例 と 異 な る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 す な わ ち 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 幅 Ｗ １ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 幅 Ｗ ２ 、 中 央 部 改 良 体 Ａ ３

の 幅 Ｗ ３ は 、 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で あ り 、 外 側 連 結 改 良 体 Ａ １ ２ の 幅 Ｗ １ ２ 、 内 側 連 結 改 良

体 Ａ ２ ３ の 幅 Ｗ ２ ３ は 、 Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ 、 Ｗ ２ ３ ＝ Ｗ ３ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

（ 第 ３ 実 施 例 ）

　 図 ５ の 平 面 図 、 及 び 図 ６ Ａ な い し 図 ６ Ｅ の 断 面 図 に 示 す 第 ３ 実 施 例 に お け る 下 部 改 良 体

３ は 、 前 記 の と お り 、 第 ２ 実 施 例 に 対 し て 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ

ン グ Ｆ １ ， Ｆ １ の 間 の 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 幅 Ｗ １ ０ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支 持 す る 隣 り 合

う フ ー チ ン グ Ｆ ２ ， Ｆ ２ の 間 の 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 幅 Ｗ ２ ０ 、 外 側 連 結 改 良 体 Ａ １ ２ の 幅

Ｗ １ ２ 、 内 側 連 結 改 良 体 Ａ ２ ３ の 幅 Ｗ ２ ３ を 小 さ く し て い る 点 が 、 第 ２ 実 施 例 と 異 な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 す な わ ち 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ １ ま わ り の 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 幅

Ｗ １ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ ２ ま わ り の 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 幅 Ｗ ２ 、
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中 央 部 改 良 体 Ａ ３ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ａ ３ ま わ り の 中 央 部 改 良 体 Ａ ３ の 幅 Ｗ ３ は 、 Ｗ １

＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で あ り 、 Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ 、 Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ 、 Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ 、 Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ で あ る

。 図 ５ に 示 す 例 で は 、 Ｗ １ ０ ＝ Ｗ ２ ０ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ と し て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 図 ６ Ａ な い し 図 ６ Ｅ に 示 す よ う に 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ １

ま わ り の 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ ２ ま わ り の

中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 深 さ Ｄ ２ 、 中 央 部 改 良 体 Ａ ３ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ ３ ま わ り の 中 央

部 改 良 体 Ａ ３ の 深 さ Ｄ ３ は 、 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で あ り 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ が 支 持 す る 隣 り

合 う フ ー チ ン グ Ｆ １ ， Ｆ １ の 間 の 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 深 さ Ｄ １ ０ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支

持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ Ｆ ２ ， Ｆ ２ の 間 の 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 深 さ Ｄ ２ ０ は 、 Ｄ １ ０ ＝

Ｄ １ 、 Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

（ 第 ４ 実 施 例 ）

　 図 ７ の 平 面 図 、 及 び 図 ８ Ａ な い し 図 ８ Ｅ の 断 面 図 に 示 す 第 ４ 実 施 例 に お け る 下 部 改 良 体

３ は 、 前 記 の と お り 、 第 ３ 実 施 例 に 対 し て 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ

ン グ Ｆ ２ ， Ｆ ２ の 間 の 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 深 さ Ｄ ２ ０ 、 及 び 内 側 連 結 改 良 体 Ａ ２ ３ の 深 さ

Ｄ ２ ３ を 小 さ く し て い る 点 が 、 第 ３ 実 施 例 と 異 な る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 す な わ ち 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ １ ま わ り の 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ

１ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ ２ ま わ り の 中 間 部 改 良 体 Ｆ ２ の 深 さ Ｄ ２ 、

中 央 部 改 良 体 Ａ ３ が 支 持 す る フ ー チ ン グ Ｆ ３ ま わ り の 中 央 部 改 良 体 Ａ ３ の 深 さ Ｄ ３ は 、 Ｄ

１ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で あ り 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ Ｆ １ ， Ｆ １ の 間

の 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 深 さ Ｄ １ ０ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ Ｆ ２

， Ｆ ２ の 間 の 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 深 さ Ｄ ２ ０ は 、 Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ ３ で 、 外 側

連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ ２ 、 内 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ ３ は 、 Ｄ １ ２ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ １ ２ ＜ Ｄ ２

３ ＜ Ｄ ２ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 本 発 明 の 地 盤 改 良 体 １ は 、 例 え ば 、 設 計 の 際 に 中 央 部 Ｃ で 決 定 さ れ た 下 部 改 良 体 ３ の 深

さ 及 び 幅 （ １ 次 改 良 深 さ 及 び 幅 ） に 対 し 、 周 辺 部 Ｂ に 行 く に し た が っ て 、 下 部 改 良 体 ３ の

深 さ 、 又 は 深 さ 及 び 幅 を 小 さ く し 、 地 盤 改 良 体 の 接 地 圧 を 中 央 部 Ｃ と 外 周 部 Ｂ で 均 衡 さ せ

る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 従 来 の 格 子 状 改 良 体 を 含 む 地 盤 改 良 体 と 比 較 し て 、 絶 対 沈

下 量 を 抑 制 で き る と と も に 、 相 対 沈 下 量 が 小 さ く な る の で 不 同 沈 下 を 緩 和 で き る 。 そ の 上

、 地 盤 改 良 体 の 体 積 を 小 さ く で き る の で 、 施 工 コ ス ト を 低 減 で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

＜ 数 値 解 析 ＞

　 次 に 、 本 発 明 の 効 果 確 認 の た め に 行 っ た 数 値 解 析 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

（ 解 析 方 法 ）

　 表 層 地 盤 Ｇ を 深 さ ２ ０ ｍ の 粘 土 層 と し 、 地 盤 Ｆ Ｅ Ｍ （ Finite Element Method） 解 析 ソ

フ ト ウ ェ ア （ PLA XIS） を 用 い て 数 値 解 析 を 行 う 。 評 価 項 目 は 、 「 下 部 改 良 体 ３ 下 の 接 地 圧

」 、 「 最 大 絶 対 沈 下 量 」 、 「 最 大 相 対 沈 下 量 」 、 「 地 盤 改 良 体 １ の 体 積 」 と す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 「 絶 対 沈 下 量 」 と は 、 建 物 や フ ー チ ン グ な ど 、 す べ て の 荷 重 が 載 荷 さ れ る 前 の 状 態 の 沈

下 量 を ０ と し た 時 の 、 荷 重 に よ る 沈 下 量 で あ る 。 「 最 大 絶 対 沈 下 量 」 は 、 敷 地 内 の 絶 対 沈

下 量 の 最 大 の 値 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 「 相 対 沈 下 量 」 と は 、 荷 重 に よ る 沈 下 後 、 敷 地 内 の 点 の う ち 、 一 番 小 さ い 絶 対 沈 下 量 を

０ と し た 時 の 、 他 の 点 の 沈 下 量 で あ る 。 「 最 大 相 対 沈 下 量 」 は 、 敷 地 内 の 相 対 沈 下 量 の 最

大 の 値 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】
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（ 実 施 例 及 び 比 較 例 ）

　 実 施 例 は 、 第 １ 実 施 例 な い し 第 ４ 実 施 例 と す る 。 比 較 例 は 、 図 ９ の 平 面 図 、 及 び 図 １ ０

Ａ な い し 図 １ ０ Ｅ の 断 面 図 に 示 す 例 と す る 。 す な わ ち 、 比 較 例 で は 、 格 子 状 の 下 部 改 良 体

３ の 幅 が 等 し く （ Ｗ １ ＝ Ｗ ２ ＝ Ｗ ３ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ ） 、 下 部 改 良 体 ３ の 厚 み が 等 し い （

Ｄ １ ＝ Ｄ ２ ＝ Ｄ ３ ＝ Ｄ １ ２ ＝ Ｄ ２ ３ ） 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 地 盤 改 良 体 １ の 大 き さ は 、 例 え ば 図 １ に 示 す 符 号 Ｈ で あ る 隣 り 合 う 柱 間 の 距 離 を １ ０ ｍ

、 上 部 改 良 体 ２ の 厚 み を １ ｍ と し 、 下 部 改 良 体 ３ の 厚 み 及 び 幅 を 、 実 施 例 及 び 比 較 例 に つ

い て 以 下 の （ １ ） な い し （ ５ ） の と お り と す る 。 ま た 、 土 間 コ ン ク リ ー ト Ｅ の 厚 み は ０ ．

２ ｍ と す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

（ １ ） 第 １ 実 施 例 （ 図 １ 、 図 ２ Ａ な い し 図 ２ Ｅ ）

Ｄ １ ＝ Ｄ １ ２ ＝ １ ｍ 、 Ｄ ２ ＝ ２ ｍ 、 Ｄ ３ ＝ Ｄ ２ ３ ＝ ３ ｍ

Ｗ １ ＝ Ｗ ２ ＝ Ｗ ３ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ ＝ ４ ． ６ ｍ

【 ０ ０ ５ ３ 】

（ ２ ） 第 ２ 実 施 例 （ 図 ３ 、 図 ４ Ａ な い し 図 ４ Ｅ ）

Ｄ １ ＝ Ｄ １ ２ ＝ １ ｍ 、 Ｄ ２ ＝ ２ ｍ 、 Ｄ ３ ＝ Ｄ ２ ３ ＝ ３ ｍ

Ｗ １ ＝ ４ ｍ 、 Ｗ ２ ＝ Ｗ １ ２ ＝ ５ ． ４ ｍ 、 Ｗ ３ ＝ Ｗ ２ ３ ＝ ６ ． ４ ｍ

【 ０ ０ ５ ４ 】

（ ３ ） 第 ３ 実 施 例 （ 図 ５ 、 図 ６ Ａ な い し 図 ６ Ｅ ）

Ｄ １ ＝ Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ ２ ＝ １ ｍ 、 Ｄ ２ ＝ Ｄ ２ ０ ＝ ２ ｍ 、 Ｄ ３ ＝ Ｄ ２ ３ ＝ ３ ｍ

Ｗ １ ＝ ４ ｍ 、 Ｗ ２ ＝ ５ ． ４ ｍ 、 Ｗ ３ ＝ ６ ． ４ ｍ

Ｗ １ ０ ＝ Ｗ ２ ０ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ ＝ ３ ｍ

【 ０ ０ ５ ５ 】

（ ４ ） 第 ４ 実 施 例 （ 図 ７ 、 図 ８ Ａ な い し 図 ８ Ｅ ）

Ｄ １ ＝ Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ ２ ＝ １ ｍ 、 Ｄ ２ ＝ ２ ｍ 、 Ｄ ３ ＝ ３ ｍ

Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ ３ ＝ １ ． ５ ｍ

【 ０ ０ ５ ６ 】

（ ５ ） 比 較 例 （ 図 ９ 、 図 １ ０ Ａ な い し 図 １ ０ Ｅ ）

Ｄ １ ＝ Ｄ ２ ＝ Ｄ ３ ＝ Ｄ １ ２ ＝ Ｄ ２ ３ ＝ １ ． ５ ｍ

Ｗ １ ＝ Ｗ ２ ＝ Ｗ ３ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ ＝ ４ ． ６ ｍ

【 ０ ０ ５ ７ 】

（ 荷 重 条 件 ）

　 地 盤 改 良 体 ３ 下 の 接 地 圧 は 、 集 中 荷 重 （ ＝ 柱 軸 力 ： 建 物 の 自 重 ＋ ２ 階 以 上 の 積 載 荷 重 ）

に よ る 接 地 圧 と 面 荷 重 （ 1階 の 積 載 荷 重 ＋ 土 間 自 重 ＋ フ ー チ ン グ 自 重 ＋ 地 盤 改 良 体 の 自 重

） に よ る 接 地 圧 に 分 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 地 盤 改 良 体 ３ 下 の 集 中 荷 重 に よ る 接 地 圧 は 、 そ の 直 下 に お い て 集 中 す る た め 大 き な も の

に な り 沈 下 へ の 影 響 が 大 き い 。 一 方 、 面 荷 重 は 、 用 地 全 体 に 均 等 に 載 荷 さ れ 、 単 位 面 積 の

接 地 圧 は 柱 荷 重 に 比 べ て 小 さ く か つ 均 等 化 す る た め 、 不 同 沈 下 へ の 影 響 は 柱 荷 重 に 比 べ て

小 さ い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 「 下 部 改 良 体 ３ 下 の 接 地 圧 」 を 求 め る 解 析 に お け る 荷 重 は 、 不 同 沈 下 へ の 影 響 が 大 き い

集 中 荷 重 に よ る 接 地 圧 の 違 い を 明 示 す る た め 、 前 記 「 集 中 荷 重 」 の み と し て い る 。 解 析 に

お け る 集 中 荷 重 は 、 実 際 に 作 用 す る 、 外 周 部 Ｂ か ら 中 央 部 Ｃ に 行 く に し た が っ て 大 き く な

る 固 定 荷 重 （ 長 期 荷 重 ） を 模 し て 、 地 盤 改 良 体 １ の 外 周 部 Ｂ の １ ６ 本 の 柱 Ｃ １ に 掛 か る 集

中 荷 重 を 、 そ れ ぞ れ ２ ０ ０ ｋ Ｎ と し 、 中 央 部 Ｃ 及 び 中 間 部 の ９ 本 の 柱 Ｃ ３ 、 Ｃ ２ に 掛 か る

集 中 荷 重 を 、 そ れ ぞ れ ４ ０ ０ ｋ Ｎ と す る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 「 最 大 絶 対 沈 下 量 」 及 び 「 最 大 相 対 沈 下 量 」 を 求 め る 解 析 に お け る 荷 重 は 、 上 記 「 集 中
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荷 重 」 に 加 え 、 面 荷 重 （ 土 間 コ ン ク リ ー ト Ｅ に よ る 自 重 と 積 載 荷 重 に 基 づ く 荷 重 と し て 、

土 間 コ ン ク リ ー ト Ｅ の 範 囲 に 面 荷 重 １ ４ ． ８ ｋ Ｎ ／ ｍ
2
、 フ ー チ ン グ Ｆ １ ， Ｆ ２ ， Ｆ ３ の

自 重 ２ ４ ｋ Ｎ ／ ｍ
３

、 地 盤 改 良 体 １ の 自 重 １ ７ ｋ Ｎ ／ ｍ
３

） を 作 用 さ せ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

（ 解 析 結 果 及 び 考 察 ）

　 解 析 結 果 を 表 １ に 示 す 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 表 １ の 「 下 部 改 良 体 ３ 下 の 接 地 圧 」 を 見 る と 、 第 １ 実 施 例 な い し 第 ４ 実 施 例 は 、 比 較 例

に 対 し て 、 外 周 部 Ｂ と 中 央 部 Ｃ の 接 地 圧 が 均 衡 又 は 逆 転 し て い る 。 沈 下 量 は 接 地 圧 に ほ ぼ

比 例 す る の で 、 表 １ の 「 沈 下 量 」 の よ う に 、 第 １ 実 施 例 な い し 第 ４ 実 施 例 は 、 比 較 例 よ り

も 、 絶 対 沈 下 量 を 抑 制 す る こ と が で き る と と も に 、 相 対 沈 下 量 が 小 さ く な る の で 不 同 沈 下

を 緩 和 で き る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 表 １ の 「 地 盤 改 良 体 １ の 体 積 」 を 見 る と 、 比 較 例 に 対 し て 、 第 １ 実 施 例 で は ４ ％ 、 第 ２

実 施 例 で は １ ％ 、 第 ３ 実 施 例 で は １ ５ ％ 、 第 ４ 実 施 例 で は １ ８ ％ 、 地 盤 改 良 体 １ の 体 積 が

小 さ く な っ て い る 。 そ れ に よ り 、 施 工 コ ス ト を 低 減 で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 特 に 、 第 ３ 実 施 例 及 び 第 ４ 実 施 例 の よ う に 、 外 周 部 改 良 体 Ａ １ が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー

チ ン グ Ｆ １ ， Ｆ １ の 間 の 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 幅 Ｗ １ ０ 、 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ が 支 持 す る 隣 り

合 う フ ー チ ン グ Ｆ ２ ， Ｆ ２ の 間 の 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 幅 Ｗ ２ ０ 、 外 側 連 結 改 良 体 Ａ １ ２ の

幅 Ｗ １ ２ 、 内 側 連 結 改 良 体 Ａ ２ ３ の 幅 Ｗ ２ ３ を 小 さ く す る こ と に よ り 、 不 同 沈 下 を 緩 和 し

な が ら 、 地 盤 改 良 体 １ の 体 積 （ 重 量 ） を 大 幅 に 低 減 で き る の で 、 施 工 コ ス ト を 低 減 す る 効

果 が 大 き く な る こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 フ ー チ ン グ Ｆ １ ， Ｆ ２ ， Ｆ ３ の 大 き さ は 、 建 物 か ら の 応 力 と 、 地 盤 改 良 及 び 原 地 盤 が 持

つ 地 盤 強 度 で 決 定 さ れ る た め 、 フ ー チ ン グ Ｆ １ ま わ り の 外 周 部 改 良 体 Ａ １ の 幅 Ｗ １ 、 フ ー

チ ン グ Ｆ ２ ま わ り の 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 幅 Ｗ ２ 、 フ ー チ ン グ Ａ ３ ま わ り の 中 央 部 改 良 体 Ａ

３ の 幅 Ｗ ３ に は 制 限 が あ り 、 そ れ ら は 所 要 の 大 き さ 以 下 に す る こ と が で き な い 。 し た が っ

て 、 特 に 、 第 ３ 実 施 例 及 び 第 ４ 実 施 例 の よ う に 、 隣 り 合 う フ ー チ ン グ Ｆ １ ， Ｆ １ の 間 の 外

周 部 改 良 体 Ａ １ の 幅 Ｗ １ ０ 、 隣 り 合 う フ ー チ ン グ Ｆ ２ ， Ｆ ２ の 間 の 中 間 部 改 良 体 Ａ ２ の 幅

Ｗ ２ ０ 、 外 側 連 結 改 良 体 Ａ １ ２ の 幅 Ｗ １ ２ 、 内 側 連 結 改 良 体 Ａ ２ ３ の 幅 Ｗ ２ ３ を 小 さ く す

る こ と （ Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ 、 Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ 、 Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ 、 Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ ） に よ り 、 不

同 沈 下 を 緩 和 し な が ら 、 地 盤 改 良 体 １ の 体 積 （ 重 量 ） を 大 幅 に 低 減 す る こ と を 実 現 で き る
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。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 従 来 の 設 計 施 工 で は 、 中 央 部 作 用 力 に よ る 地 盤 接 地 圧 ＜ 地 盤 強 度 （ 許 容 値 ） を 基 準 と し

、 上 記 基 準 を 満 た す 範 囲 で 地 盤 接 地 圧 を 最 大 に す る こ と で 、 フ ー チ ン グ 、 地 盤 改 良 体 積 を

最 小 化 し て い た 。 そ れ に 対 し て 本 発 明 で は 、 中 央 部 作 用 力 に よ る 地 盤 接 地 圧 ≦ 外 周 部 作 用

力 に よ る 地 盤 接 地 圧 ＜ 地 盤 強 度 （ 許 容 値 ） を 基 準 と し て 適 用 し 、 不 同 沈 下 の 抑 制 を 優 先 に

設 計 施 工 す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 趣 旨 は 、 中 央 部 に お い て は 、 不 同 沈 下 の 抑

制 が 達 成 す る ま で 、 フ ー チ ン グ お よ び 地 盤 改 良 を 大 き く す る 点 に あ る 。 し か し 中 央 部 の 改

良 体 積 が 増 え る た め 、 全 体 コ ス ト が 上 が る 。 そ こ で 、 本 願 の 発 明 者 は 、 基 礎 ̶ 基 礎 間 の 改

良 体 積 を 小 さ く す る こ と で 、 不 同 沈 下 の 抑 制 効 果 は 維 持 し た ま ま 、 コ ス ト の 上 昇 を 相 殺 す

る 、 又 は 、 よ り コ ス ト を 引 き 下 げ る 効 果 を 期 待 し 、 前 記 効 果 を 本 解 析 で 証 明 し た 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 本 発 明 の 地 盤 改 良 体 は 、 上 記 作 用 効 果 を 奏 す る こ と か ら 、 特 に 、 工 場 、 シ ョ ッ ピ ン グ セ

ン タ ー 、 倉 庫 、 住 宅 等 の 低 層 で 建 築 面 積 の 大 き い 建 物 の 基 礎 下 に 構 築 す る 地 盤 改 良 体 と し

て 好 適 な も の で あ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 以 上 の 実 施 の 形 態 の 記 載 は す べ て 例 示 で あ り 、 こ れ に 制 限 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明

の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 改 良 及 び 変 更 を 施 す こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ０ 】

１ 　 地 盤 改 良 体

２ 　 上 部 改 良 体

３ 　 下 部 改 良 体

Ａ １ 　 外 周 部 改 良 体

Ａ ２ 　 中 間 部 改 良 体

Ａ ３ 　 中 央 部 改 良 体

Ａ １ ２ 　 外 側 連 結 改 良 体

Ａ ２ ３ 　 内 側 連 結 改 良 体

Ｂ 　 地 盤 改 良 体 の 外 周 部

Ｃ 　 地 盤 改 良 体 の 中 央 部

Ｃ １ ， Ｃ ２ ， Ｃ ３ 　 柱

Ｄ １ 　 外 周 部 改 良 体 の 深 さ

Ｄ ２ 　 中 間 部 改 良 体 の 深 さ

Ｄ ３ 　 中 央 部 改 良 体 の 深 さ

Ｄ １ ０ 　 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ の 間 の 外 周 部 改 良 体 の 深 さ

Ｄ １ ２ 　 外 側 連 結 改 良 体 の 深 さ

Ｄ ２ ０ 　 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ の 間 の 中 間 部 改 良 体 の 深 さ

Ｄ ２ ３ 　 内 側 連 結 改 良 体 の 深 さ

Ｅ 　 土 間 コ ン ク リ ー ト

Ｆ １ ， Ｆ ２ ， Ｆ ３ 　 フ ー チ ン グ

Ｇ 　 表 層 地 盤

Ｇ Ｌ 　 地 表 面

Ｈ 　 隣 り 合 う 柱 間 の 距 離

Ｗ １ 　 外 周 部 改 良 体 の 幅 、 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る フ ー チ ン グ ま わ り の 外 周 部 改 良 体 の 幅

Ｗ ２ 　 中 間 部 改 良 体 の 幅 、 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る フ ー チ ン グ ま わ り の 中 間 部 改 良 体 の 幅

Ｗ ３ 　 中 央 部 改 良 体 の 幅 、 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る フ ー チ ン グ ま わ り の 中 央 部 改 良 体 の 幅

Ｗ １ ０ 　 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ の 間 の 外 周 部 改 良 体 の 幅

Ｗ １ ２ 　 外 側 連 結 改 良 体 の 幅

Ｗ ２ ０ 　 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う フ ー チ ン グ の 間 の 中 間 部 改 良 体 の 幅

Ｗ ２ ３ 　 内 側 連 結 改 良 体 の 幅
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【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 令 和 4年 9月 9日 (2022.9.9)

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 で あ っ て 、

　 前 記 下 部 改 良 体 の 深 さ を 、 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 か ら 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 に 向 か

っ て 段 階 的 に 深 く し て な り 、

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ

Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、
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　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ２ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ３ ＝ Ｄ ３ で あ る 、

地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は

、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ 、 Ｗ ２ ３ ＝ Ｗ ３ で あ る 、

請 求 項 １ に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ３ 】

　 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 で あ っ て 、

　 前 記 下 部 改 良 体 の 深 さ を 、 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 か ら 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 に 向 か

っ て 段 階 的 に 深 く し て な り 、

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前

記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中

央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ

１ ０ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深

さ Ｄ ２ ０ は 、

　 　 Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記

中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部

改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １

０ は 、 Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２

０ は 、 Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ は 、 Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、 Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ で あ る 、

地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ４ 】

　 Ｗ １ ０ ＝ Ｗ ２ ０ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ で あ る 、

請 求 項 ３ に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ５ 】

　 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 で あ っ て 、

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、
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　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前

記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中

央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ

１ ０ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深

さ Ｄ ２ ０ は 、

　 　 Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ２ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ １ ２ ＜ Ｄ ２ ３ ＜ Ｄ ２ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記

中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部

改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １

０ は 、 Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２

０ は 、 Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ は 、 Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、 Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ で あ る 、

地 盤 改 良 体 。

【 請 求 項 ６ 】

　 Ｗ １ ０ ＝ Ｗ ２ ０ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ で あ る 、

請 求 項 ５ に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 手 続 補 正 ２ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０

【 補 正 方 法 】 削 除

【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ３ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １

【 補 正 方 法 】 削 除

【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ４ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 〔 １ 〕

　 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 で あ っ て 、
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　 前 記 下 部 改 良 体 の 深 さ を 、 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 か ら 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 に 向 か

っ て 段 階 的 に 深 く し て な り 、

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ

Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ２ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ３ ＝ Ｄ ３ で あ る 、

地 盤 改 良 体 。

【 手 続 補 正 ５ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 〔 ２ 〕

　 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は

、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ 、 Ｗ ２ ３ ＝ Ｗ ３ で あ る 、

〔 １ 〕 に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 手 続 補 正 ６ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 〔 ３ 〕

　 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 で あ っ て 、

　 前 記 下 部 改 良 体 の 深 さ を 、 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 か ら 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 に 向 か

っ て 段 階 的 に 深 く し て な り 、

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、
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を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前

記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中

央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ

１ ０ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深

さ Ｄ ２ ０ は 、

　 　 Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記

中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部

改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １

０ は 、 Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２

０ は 、 Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ は 、 Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、 Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ で あ る 、

地 盤 改 良 体 。

【 手 続 補 正 ７ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 〔 ４ 〕

　 Ｗ １ ０ ＝ Ｗ ２ ０ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ で あ る 、

〔 ３ 〕 に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。

【 手 続 補 正 ８ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 〔 ５ 〕

　 水 平 板 状 の 上 部 改 良 体 と 格 子 状 の 下 部 改 良 体 と か ら な る 地 盤 改 良 体 で あ っ て 、

　 前 記 下 部 改 良 体 は 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 外 周 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 外 周 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 柱 及 び 前 記 フ ー チ ン グ よ り も 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央

部 に 向 か っ て 離 間 し た 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 間 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 地 盤 改 良 体 の 中 央 部 の 柱 及 び フ ー チ ン グ を 支 持 す る 中 央 部 改 良 体 と 、

　 　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 外 側 連 結 改 良 体 と 、

　 　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ と 前 記 中 央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー

チ ン グ と の 間 を 繋 ぐ 内 側 連 結 改 良 体 と 、

を 少 な く と も 備 え 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ 、 前

記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ 、 前 記 中

央 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ ３ は 、
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　 　 Ｄ １ ＜ Ｄ ２ ＜ Ｄ ３ で 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 深 さ Ｄ

１ ０ 、 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 深

さ Ｄ ２ ０ は 、

　 　 Ｄ １ ０ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ ２ ０ ＝ Ｄ ２ ３ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ １ ２ 、 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 深 さ Ｄ ２ ３ は 、

　 　 Ｄ １ ２ ＝ Ｄ １ 、 Ｄ １ ２ ＜ Ｄ ２ ３ ＜ Ｄ ２ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １ 、 前 記

中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ 、 前 記 中 央 部

改 良 体 が 支 持 す る 前 記 フ ー チ ン グ ま わ り の 前 記 中 央 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ３ は 、

　 　 Ｗ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｗ ３ で あ り 、

　 前 記 外 周 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 外 周 部 改 良 体 の 幅 Ｗ １

０ は 、 Ｗ １ ０ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 中 間 部 改 良 体 が 支 持 す る 隣 り 合 う 前 記 フ ー チ ン グ の 間 の 前 記 中 間 部 改 良 体 の 幅 Ｗ ２

０ は 、 Ｗ ２ ０ ＜ Ｗ ２ で 、

　 前 記 外 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ １ ２ は 、 Ｗ １ ２ ＜ Ｗ １ で 、

　 前 記 内 側 連 結 改 良 体 の 幅 Ｗ ２ ３ は 、 Ｗ ２ ３ ＜ Ｗ ２ で あ る 、

地 盤 改 良 体 。

【 手 続 補 正 ９ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 〔 ６ 〕

　 Ｗ １ ０ ＝ Ｗ ２ ０ ＝ Ｗ １ ２ ＝ Ｗ ２ ３ で あ る 、

〔 ５ 〕 に 記 載 の 地 盤 改 良 体 。
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